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る当社は、 腕時計組立、 部品切削、 熱処理、 メッキさらに精密プレス加工および精密プレス金型設計・製作に展開し、腕時計部品、自動車部品、ＩＴ機器部品、ＦＡ機器部品、医療機器部品などで精密加工が求められる部品を供給してきた。
創業当初は大和工業（後に諏訪精工舎から
セイコーエプソンへ）の協力企業と て計部品の加工・組み立てを担った。腕時計の組み立て生産が中国に移ると、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）のサスペンション工にシフトする。主要顧客のＨＤＤ生産地がフィリピン等へ移ると、日本国内生産 主を自動車エンジンの燃料噴射装置 ノズル加工にシ トしてきた。
事業環境の変化に応じたコア事 領域の遷
移を可能 したのは「超精密機械加工技術用途開発」 ある。用途に応じた機械 技術の極限に挑戦すること より、世界市場を引き寄せ「国際中堅企業」に成長し活躍している。
自動車エンジン用ノズルの加工技術開発
従来、自動車エンジンで燃料と空気を混合
する方式は 「キャブレター方式」 が主流であったが、燃料の燃焼効率を高め、燃費の改善や排気ガス対策などエンジン性能を向上させるために電子制御による インジェク式」が採用されるようになっている
1）。
インジェクターは、正確な量の燃料をシリン



















次の追加投資 行い、現在までの総投資額は約十八億円に達した。従業員は四名から四六〇名（うち男性十四名 日本人駐在三名）に拡大し、売上高は約二十四億円と順調に成長している。立地地域には日系自動車関連企業のほか欧米 自動車部品企業も多く、また、タイ事業所の従業員の「モノづくり」意欲も高いのでさらなる成長が期待できるとみている。
タイに進出することによって、本社事業所





実があった。 すなわち 「微細加工技術の開発、製造、計測」 、タイ事業所で用いる「金型や治工具の設計」 、自社の生産する製品の トレーサビリティ体制の確立」である。こうした本社事業所 機能充実は、国内一 態勢であっても進展したであろうが、海外に子会社を配置することにより加速され ことが重要である。
タイへの進出は本社事業所に海外子会社へ





特定のキーパーツに特化し、そ 業界で当社の機械加工技術の優位性が認知され、生産する部品の信用力を高め、グローバルな技術ブランドを確立している。 技術の信用力」 は、燃料噴射装置用ノズル以外の自動車部品の受注にも波及し、海外事業の順調な発展に結びついているのである。
当社が「国際中堅企業」に成長する過程に
おいて注目すべき点は 新たな市場ニ ズ （排ガス規制への対応、燃費の向上）に応じた技術の用途開発（プレス加工によ ノズル 生産技術）を行い、 技術ブ （グローバル市場に当社の存在が認知される）したことにある。民間企業が挑戦し開発す 高度な加工技術は、商業生産に使われてこそ生きるのである。
日本の「モノづくり」地域には、 特定のキー
パーツや特定の機械加工技術に特化し グローバルな「技術ブランド」を確立して る中堅企業が少なくない 今後、そうした企業が集積する地域 企業群を日本の「モノづくりブランド」として、グロー 効果的にアピール 取り組みが求められる。　（にしざわ
 まさき
　
アジア研究所教授）
1）理論的には
1
g
の燃料に対し
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g
の空気と混合す
れば完全燃焼させることができる。ガソリンを霧状して燃えやすい状態を作り空気と混ぜる装置として、キャブレターは吸入空気量を制御するが燃料流量自体は制御 ない。インジェクターの多くは電子的な演算により燃料流量を制御する。
　
　　　
